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各
地
の
学
窓
か
ら
 

「
大
学
の
ま
ち
・
 

　
京
都
」の
底
力
 

浦
坂
純
子
　
 

（
同
志
社
大
学
文
学
部
助
教
授
） 

京　都 

　
同
志
社
大
学
で
、
こ
こ
五
年
ほ
ど
「
産
業

調
査
実
習
」
と
い
う
授
業
を
通
年
で
担
当
し

て
い
る
。
文
字
通
り
、
調
査
の
イ
ロ
ハ
を
学

ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
自
ら
調
査
計
画
を
立

て
て
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
論
文
と
し

て
ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

教
え
る
側
も
教
わ
る
側
も
極
め
て
負
担
が
大

き
い
。 

 

昨
春
、
こ
の
悪
名
高
い
授
業
を
選
択
し
た

の
は
八
人
の
三
年
生
。
例
年
通
り
、
初
回
の

授
業
で
今
後
の
覚
悟
の
ほ
ど
を
探
っ
て
み
た

と
こ
ろ
、
う
ち
二
人
が
「
京
都
学
生
祭
典
の

実
行
委
員
を
し
て
い
ま
し
て
」
と
い
い
出
し

た
。
京
都
学
生
祭
典
と
は
、
京
都
中
の
大
学

が
協
力
し
て
行
う
学
園
祭
の
よ
う
な
も
の
で
、

今
回
が
二
回
目
。
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京

都
と
京
都
経
済
同
友
会
、
京
都
商
工
会
議
所

を
筆
頭
と
す
る
地
元
経
済
界
が
、
そ
の
試
み

を
支
援
し
て
い
る
と
い
う
。 

　
「
一
〇
月
九
日
の
本
番
ま
で
は
…
…
」
と

予
防
線
を
張
ろ
う
と
す
る
彼
ら
に
、
そ
れ
は

そ
れ
、
こ
れ
は
こ
れ
だ
よ
ね
、
と
容
赦
な
く

切
り
返
す
。
以
後
、
「
実
行
委
員
の
ほ
う
は

ど
う
？
」
「
い
や
あ
大
変
で
す
」
と
い
う
会

話
は
何
度
か
交
わ
さ
れ
た
も
の
の
、
取
り
立

て
て
配
慮
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
他
の
受
講

生
と
同
様
の
作
業
を
要
求
さ
れ
、
課
題
を
こ

な
し
続
け
て
い
た
。
と
は
い
え
、
進
捗
状
況

は
は
か
ば
か
し
く
な
く
、
傍
目
に
も
憔
悴
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
当
人
た
ち
が
口
を

つ
ぐ
ん
で
い
た
の
で
、
か
え
っ
て
気
に
な
っ

て
は
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
よ
り
に
よ
っ
て

本
番
当
日
、
台
風
接
近
に
よ
る
暴
風
雨
の
ニ

ュ
ー
ス
を
出
張
先
で
聞
い
た
と
き
は
、
彼
ら

の
無
念
さ
を
思
い
、
気
の
毒
で
胸
が
痛
ん
だ

も
の
で
あ
る
。 

　
規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
て
実
施
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
第
二
回
京
都
学
生
祭
典
は
、一
二

月
に
「
冬
の
陣
」
と
称
し
て
仕
切
り
直
し
が

あ
っ
た
。
そ
れ
も
な
か
な
か
一
筋
縄
で
は
い

か
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
頃
に
は
調
査
実

習
も
佳
境
を
迎
え
、
先
日
、
無
事
報
告
会
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
ち
ら
も
と
り
あ

え
ず
や
り
遂
げ
た
彼
ら
と
、
打
ち
上
げ
の
席

上
で
ア
ル
コ
ー
ル
を
片
手
に
よ
う
や
く
裏
話

に
花
が
咲
い
た
。 

 

警
備
の
要
職
に
就
い
た
一
人
は
、
警
察
に

足
し
げ
く
通
う
一
方
で
、
近
隣
住
民
に
も
ひ

た
す
ら
挨
拶
回
り
を
し
た
と
い
う
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
部
署
紹
介
に
あ
っ
た
「
当
日
事
故

ゼ
ロ
、
合
い
言
葉
は
„
導
線
確
保
“」
と
い

う
言
葉
か
ら
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
だ
。
営
業
部
隊
と
し
て
活
躍
し
た
も
う
一

人
は
、
地
域
の
お
店
と
も
関
わ
ら
な
け
れ
ば

も
っ
た
い
な
い
と
ば
か
り
に
、
ク
ー
ポ
ン
に

よ
る
資
金
集
め
に
挑
戦
し
た
も
の
の
、
賛
同

を
得
る
の
に
一
苦
労
、
ミ
ス
を
や
ら
か
し
て

謝
罪
に
一
苦
労
、
と
や
せ
る
思
い
だ
っ
た
そ

う
で
あ
る
。
後
日
談
と
し
て
は
実
に
面
白
か

っ
た
の
だ
が
、
陰
で
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や

っ
て
い
た
の
か
と
思
う
と
、
急
性
胃
腸
炎
で

寝
込
ん
だ
と
か
、
本
当
に
や
せ
た
と
か
い
い

な
が
ら
、
軽
口
を
た
た
い
て
い
る
彼
ら
が
急

に
頼
も
し
く
見
え
た
。 

　
羨
ま
し
い
話
だ
が
、
学
生
に
は
自
由
な
時

間
を
持
て
余
し
、
そ
れ
ゆ
え
何
か
に
没
頭
し

た
い
と
渇
望
す
る
、
な
ど
と
い
う
贅
沢
が
許

さ
れ
て
い
る
。
大
学
の
壁
を
乗
り
越
え
て
、

あ
え
て
困
難
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
元
気

な
学
生
が
、
そ
れ
を
い
い
わ
け
に
は
し
な
い

潔
い
学
生
が
、
京
都
に
は
大
勢
い
る
の
だ
。

企
業
に
も
、
行
政
に
も
、
地
元
の
人
々
に
も
、

そ
れ
を
許
容
す
る
だ
け
の
懐
の
深
さ
が
京
都

に
は
あ
る
。
そ
ん
な
濃
密
な
関
係
性
が
、
京

都
と
い
う
ま
ち
の
底
力
な
の
だ
ろ
う
。 

 

今
年
も
、
同
じ
よ
う
な
時
期
に
第
三
回
京

都
学
生
祭
典
が
計
画
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

胎
動
を
始
め
た
新
た
な
学
生
パ
ワ
ー
に
是
非

注
目
し
、
大
い
な
る
期
待
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。 

〔
参
考
〕 

 

京
都
学
生
祭
典 

　http://w
w
w
.consortium

.or.jp/̃festa/ 

 

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都 

　http://w
w
w
.consortium

.or.jp/ 

 

浦
坂
純
子
（
う
ら
さ
か
・
じ
ゅ
ん
こ
） 

 

労
働
経
済
学
専
攻
。
主
な
論
文
と
し
て
、

「
新
卒
労
働
市
場
に
お
け
る
Ｏ
Ｂ
効
果
と
大

学
教
育
」
（
日
本
労
働
研
究
雑
誌
四
七
一
号
、

一
九
九
九
年
九
月
号
）
な
ど
多
数
。 
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私　の　こ　の　一　冊 

P r o f i l e

小井土 有治 
（こいど・ゆうじ） 
労働評論家 

1938年生まれ。日本経済新聞論説委員、旧日本労働研究機構理事を経て現職。現在、
日本労働ペンクラブ代表、都労委公益委員など。 

　
一
九
九
六
年
に
あ
る
新
聞
の
コ
ラ
ム

に
「
二
一
世
紀
末
は
人
口
半
減
」
と
い

う
小
文
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今

年
は
年
初
か
ら
少
子
高
齢
化
問
題
を
全

国
紙
が
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
。
コ

ラ
ム
で
は
少
子
化
を
主
題
に
、
女
子
の

「
晩
婚
、
晩
産
」
傾
向
や
男
子
の
「
晩

婚
化
」、「
生
涯
独
身
化
」
を
論
じ
た
。
 

 
こ
れ
は
旧
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所

が
「
日
本
の
将
来
の
人
口
推
計
」（
一
九

九
二
年
発
表
）
で
、
合
計
特
殊
出
生
率

が
低
位
値
で
あ
る
と
二
〇
九
〇
年
に
は

日
本
の
人
口
が
六
一
五
九
万
人
に
な
る

と
発
表
し
た
の
を
土
台
に
し
た
も
の
で

あ
る
。
高
位
値
推
計
で
は
人
口
が
一
億

三
〇
四
九
万
人
に
な
る
。
し
か
し
、
自

分
の
周
辺
を
見
渡
し
て
み
れ
ば
、
若
者

の
意
識
変
化
や
生
活
レ
ベ
ル
の
変
化
な

ど
で
子
供
の
数
が
極
端
に
減
っ
て
学
校

の
閉
鎖
・
統
合
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
う
し
た
現
実
か
ら
考
え
る

と
、
中
位
値
の
九
五
七
三
万
人
す
ら
も

非
現
実
的
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
二
一
世
紀
は
人
口
半
減
の

世
紀
に
な
り
そ
う
で
あ
る
と
論
じ
た
わ

け
で
あ
る
。
 

 
本
書
は
、
人
口
減
少
を
歴
史
的
に
、

経
済
社
会
的
に
先
駆
的
に
分
析
し
た
文

献
で
あ
る
。
本
書
に
基
づ
い
て
、
日
本

の
人
口
波
動
を
み
る
と
、
一
〇
〇
〇
万

人
台
だ
っ
た
人
口
が
関
が
原
の
合
戦
以

降
、
急
増
し
、
江
戸
時
代
に
は
三
〇
〇

〇
万
人
台
で
推
移
し
、
明
治
維
新
以
降

再
び
平
成
時
代
ま
で
上
昇
し
、
初
め
て

本
格
的
な
減
少
時
代
に
突
入
す
る
、
と

い
う
経
過
を
た
ど
っ
て
い
る
。
本
書
に

盛
り
込
ま
れ
た
縄
文
・
弥
生
時
代
か
ら

の
人
口
の
増
減
（
推
計
）
を
み
る
だ
け

で
当
時
の
歴
史
も
推
測
さ
れ
、
非
常
に

面
白
い
。
 

 
著
者
は
「
一
九
世
紀
の
初
頭
以
来
、

近
代
日
本
の
人
口
は
一
貫
し
て
増
加
し

て
き
た
。
こ
の
人
口
圧
力
に
促
さ
れ
る

よ
う
に
、
わ
が
国
は
戦
前
に
は
富
国
強

兵
を
め
ざ
し
戦
後
に
は
経
済
大
国
を
構

築
し
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
圧
力
も
今

後
は
急
速
に
衰
え
、
二
一
世
紀
に
な
れ

ば
ほ
と
ん
ど
消
え
て
い
く
。
つ
ま
り
、

一
九
〜
二
〇
世
紀
の
二
〇
〇
年
間
が
„
成

長
・
拡
大
型
社
会
“
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
二
一
世
紀
の
一
〇
〇
年
間
は
„
飽

和
・
凝
縮
型
社
会
“
に
変
わ
っ
て
い
く

の
だ
」
と
断
言
し
て
い
る
。
「
縮
み
志

向
の
日
本
人
」
と
い
う
本
も
あ
っ
た
が
、

日
本
全
体
が
縮
む
方
向
な
の
は
間
違
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
 

 
日
本
の
人
口
が
「
縮
み
」、
経
済
社
会

も
縮
む
の
は
な
ぜ
か
、
そ
の
対
策
は
あ

る
の
か
。
こ
れ
が
今
日
の
日
本
の
最
大

の
課
題
で
あ
る
。
著
者
は
「
出
生
数
の

低
下
理
由
を
、
女
性
の
高
学
歴
化
や
社

会
進
出
な
ど
」
に
求
め
る
こ
と
を
批
判

し
、
む
し
ろ
「
環
境
、
文
明
、
文
化
と

い
っ
た
諸
要
因
と
人
口
の
関
係
を
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
把
握
で
き
る
マ
ク
ロ
人
口

学
の
視
点
」
が
重
要
だ
と
説
き
、
技
術
、

経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
の
諸
分
野
に

わ
た
っ
て
多
面
的
に
論
理
を
展
望
し
て

い
る
。
人
口
増
減
は
人
々
の
意
識
、
文

化
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
受
け
入
れ
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
 

『人口波動で未来を読む ―１００年後日本の人口が半分になる』 
古田隆彦著  
日本経済新聞社（１９９６年３月発行） 



1月の主な受け入れ図書 

開館時間：9:30～17:00 
休　館　日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～１月４日）、その他 
電話番号：03(5991)5032／FAX：03(5991)5659 
利用資格：閲覧はどなたでも自由にできます 
貸　　出：和書・洋書とも２週間、５冊までです 
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください 
レファレンスサービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています 

　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書96,000冊、洋書24,000冊、和洋の製本雑誌20,000冊を所蔵している労働関係の専門図書館です。 
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パート派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉など
があり、これらで、蔵書の半数以上を占めています。この他にも、経済書をはじめ経営学、心理学、教育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、
和雑誌（490種）、洋雑誌（220種）、紀要（450種）、組合機関誌・紙についても、受け入れています。 
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発
行の統計類などの逐次刊行物、日本経団連など経

営者団体の刊行物や民間研究団体刊行物、社史があり、労働組合に関しては、
労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを継続的に収
集しています。洋書については、特にILO（国際労働機関）総会の議事録や
OECD（経済協力開発機構）の刊行物や各国政府の労働統計書などを収集
して閲覧に供しています。特殊コレクションは、戦前・戦後を通して労働組合の
歴史的に貴重な原資料を収集、保管しています。 

ご案内 

労働図書館（資料センター） 
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図書館だより 

図書館だより 

①岡村久道著『個人情報保護法』商事法務（550頁、A5判） 
プライバシー権という言葉もあるとおり、個人情報がみだりに他人に公開・利用されないよう保護するこ
とは当然必要である。ただ、純粋個人はともかく、公人等の情報がどこまで保護されるべきかについては
議論がある。本書は、政令や政府の基本方針等まで織り込んであり、議論のための素材を提供している。 

④佐藤博樹・佐藤厚編『仕事の社会学』有斐閣（xiii+215頁、A5判） 
タイトルが示す通り、主に社会学系若手研究者による、多様な働き方とそれに影響を及ぼす制度を分析
した仕事をめぐる論文集である。雇用者・仕事・雇用社会についての歴史的・国際的な比較は、構成の
妙により、社会学を学ぶ学生にとって、教科書離れが進んでいる中での効果的な教科書ともなっている。 

②大橋勇雄・中村二朗著『労働市場の経済学』有斐閣（viii+270頁、B6判） 
日本の労働市場を語るとき、リストラ・成果主義・若年失業・人材流動化は欠くことのできないキーワー
ドとなった。本書は、これらについて政策的含意を得ることを主眼としているが、学生及び社会人向けの
実力者による教科書でもある。「働き方の未来を考える」ための情報提供・指南役も目指しているのである。 

⑤秋山憲治著『誰のための労働か』学文社（vi+221頁、A5判） 
書名からその内容を類推するのは難しい。際物とみなされる恐れもあるし、運動の書ともとられかねない。
しかし、本書は、職業労働と職業でない労働（ボランティア活動、シルバー人材センターなどの労働）
を調査・分析している。著者いうところの異端の書などでは全くなく、労働についての真っ当な書である。 

③山田昌弘著『希望格差社会』筑摩書房（254頁、B6判） 
「勝ち組」「負け犬」等、俗耳を聳動させる言葉が氾濫している。美しい言葉はどこへいってしまったのか。
目立つことが価値である社会では致し方ないのかもしれない。「パラサイト・シングル」という言葉の造
語者による「将来に希望がもてる人」とそうでない人の二極化・分裂を扱った本書も耳目を聳動するだろう。 

⑥北城恪太郎著『経営者、15歳に仕事を教える』丸善（202頁、B6判） 
名にしおう日本ＩＢＭ会長が、経営者・経済同友会代表幹事として、中学生に教育や仕事・会社について、
そしてどう生きるべきかについて語りかけた書である。若年就業が大きな社会問題化しているとき、オ
ープン・オフィス制度を実施した著者の語りかけは、中学生ならずとも思わず耳を傾けさせる力がある。 

⑦篠塚英子編著『女性リーダーのキャリア形成』勁草書房（x+216頁、B6判） 
⑧清水秀晃著『企業再生の人事戦略』金融財政事情研究会（ix+181頁、A5判） 
⑨伊丹敬之・軽部大編著『見えざる資産の戦略と論理』日本経済新聞社（xvi+318頁、B6判） 
⑩ジェフリー・K・ライカー著『ザ・トヨタウェイ』（上下）日経BP社（上=289頁、下=293頁、B6判） 
⑪島沢優子著『33歳からのハローワーク』小学館（195頁、A5判） 

⑫溝上憲文著『隣の成果主義』光文社（281頁、B6判） 
⑬田澤拓也著『サラリーマン、やめました』小学館（271頁、B6判） 
⑭米倉誠一郎著『組織も戦略も自分に従う!』中央公論新社（197頁、B6判） 
⑮橘木俊詔著『脱フリーター社会』東洋経済新報社（x+203頁、B6判） 
⑯矢野晋吾著『村落社会と「出稼ぎ」労働の社会学』御茶の水書房（vii＋298頁、A5判） 

（新着受け入れ図書の詳細は、当機構ホームページの「労働図書館」内「新着図書情報」をご覧ください） 

　
先
月
号
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

当
館
が
受
け
入
れ
た
資
料
を
活
用
し

て
文
献
関
係
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｄ

Ｂ
）
に
情
報
を
蓄
積
し
、
当
館
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
提
供
し
て
い

ま
す
（
提
供
Ｄ
Ｂ
の
一
覧
に
つ
い
て

はhttp://db.jil.go.jp/

を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。
今
回
は
、
そ
の
中
の
論

文
Ｄ
Ｂ
を
少
し
詳
し
く
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
当
館
が
受
け
入
れ
て
い
る

和
雑
誌
・
大
学
紀
要
は
約
一
〇
〇
〇

タ
イ
ト
ル
に
上
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
Ｐ
Ｒ
誌
等
の
一
部
を
除
き
、
掲
載

記
事
を
日
々
チ
ェ
ッ
ク
し
、
主
に
労

働
研
究
者
向
け
に
、
さ
ら
に
は
行
政

や
労
使
の
実
務
家
に
も
役
立
つ
、
ま

と
ま
り
の
あ
る
情
報
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
「
労
働
文
献
目
録
」
と
し
て

『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
に
掲
載
（
来

月
号
で
掲
載
中
止
予
定
）
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
論
文
だ
け
を
抜
き

出
し
、
論
文
題
名
、
著
者
名
、
掲
載

誌
名
、
論
文
目
次
等
を
収
録
し
た
も

の
が
論
文
Ｄ
Ｂ
で
す
。
現
在
二
万
七

〇
〇
〇
件
ほ
ど
の
労
働
に
関
す
る
論

文
の
書
誌
情
報
が
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
基
本
的
に
論
文
Ｄ
Ｂ
に
収
録
さ

れ
て
い
る
論
文
は
、
当
館
に
お
い
で

い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

必
ず
や
問
題
意
識
に
合
致
し
た
論
文

が
ヒ
ッ
ト
す
る
と
確
信
し
て
い
ま
す

が
、
も
し
万
が
一
、
先
行
研
究
が
見

つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
新
し
い

課
題
を
発
見
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
後
と
も
、
論
文
目
次
に
加
え

て
、
内
容
抄
録
の
掲
載
等
、
よ
り
利

用
さ
れ
る
も
の
に
改
善
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
是
非
一
度
検

索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

ご
意
見
・
ご
要
望
・
改
善
提
案
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。 

   

図
書
館
長
の
つ
ぶ
や
き 

 

図
書
館
の
仕
事
を
始
め
て
一
年
数

カ
月
、
同
業
者
と
話
を
し
て
い
て
も
、

図
書
館
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
と
き
が
あ
る
。

不
況
の
中
で
の
図
書
館
予
算
削
減
の

話
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
、

わ
ざ
わ
ざ
図
書
館
に
で
か
け
な
く
と

も
必
要
な
情
報
が
取
得
で
き
る
と
思

わ
れ
て
い
る
と
き
で
あ
る
。
そ
こ
で

来
館
者
の
呼
び
水
効
果
を
ね
ら
っ
て
、

当
該
館
の
パ
ソ
コ
ン
の
み
か
ら
ア
ク

セ
ス
で
き
る
Ｄ
Ｂ
を
導
入
す
る
と
か
、

所
蔵
資
料
と
専
門
家
を
組
み
合
わ
せ

た
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
・
開
催
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
図
書

館
の
本
質
は
、
情
報
専
門
家
と
し
て

の
図
書
館
員
に
よ
っ
て
厳
し
く
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
資
料
を
提
供
す

る
こ
と
で
あ
る
。
玉
石
混
交
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
と
異
な
り
、
収
集

し
た
図
書
は
、
そ
の
図
書
館
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
と
判
断
し
た
も
の
な

の
で
あ
る
。
蔵
書
構
成
に
よ
っ
て
そ

の
図
書
館
の
見
識
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
あ
だ
や
あ
ろ
そ
か
に
選
書

は
で
き
な
い
の
で
あ
る
と
肝
に
銘
じ

つ
つ
、
さ
ら
に
、
労
働
研
究
に
関
し

て
問
題
発
見
の
書
の
発
掘
に
も
努
め

て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
。 

今
月
の
耳
よ
り
情
報 


